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1. 人口ビジョン

 第 2 期うきは市ルネッサンス戦略

（１）人口の現状

③ 男女別・５歳階級別人口の現状
　2015 年の国勢調査に基づいた５歳階級別の人口によると、年少人口（０～ 14 歳）の割合が少なく、
60代が多い「つぼ型」となっています。年少人口や20～24歳に代表される若年層の少なさを勘案すると、
今後も高齢化が進行していきます。

② 年齢３区分別人口の推移
　年齢３区分別人口をみると、年少人口（０～ 14 歳）と生産年齢人口（15 ～ 64 歳）が減少傾向に
ある一方で、老年人口（65 歳以上）は増加を続けており、少子高齢化の傾向が拡大しています。

図表 2 年齢３区分別人口の推移

資料：国勢調査
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図表 3 ５歳階級別人口ピラミッド（2015 年）
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① 総人口の推移
　本市の総人口は、1955 年の 42,675 人から減少傾向を示しており、1970 年代後半から 1980 年代
前半に微増したものの、その後は再度減少傾向に転じ、2015 年には 29,509 人となっています。

図表１ 総人口の推移

※ 2000 年以前は、吉井町と浮羽町の人口の合計値 資料：国勢調査
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 第 2 期うきは市ルネッサンス戦略

⑦ 男女別・５歳階級別人口移動の状況
　2014 年は男女ともに 20 ～ 24 歳が大幅な転出超過となっていましたが、2019 年にはその度合いが
縮小しています。また、2019 年は男の 25 ～ 29 歳で転出超過となっています。

⑤ 総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響
　自然減と社会減で推移しており、人口減少が進んでいます。社会減が一定の規模で上下動を繰り返
す一方、自然減が拡大しています。

図表 5 総人口に与えてきた自然増減と社会増減の影響

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査

④ 転入数、転出数、出生数、死亡数の推移
　転入と転出における社会動態は、転入数と転出数がともに減少傾向にある中で、転出数が転入数を
上回る社会減で推移しています。
　出生と死亡における自然動態は、死亡数が増加傾向にある一方、出生数の減少傾向が顕著であり、
自然減が拡大しています。

図表 4 転入数、転出数、出生数、死亡数の推移

※ 2012 年度以前は各年度の実績値で、2013 年以降は各年の実績値のため、2012 年度と 2013 年は一部重複

資料：住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数調査
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図表 7 男女別・５歳階級別の人口移動（2014 年・2019 年）
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資料：福岡県人口移動調査結果報告（福岡県の人口と世帯年報）

※ 「2014 年」は 2013 年 10 月～ 2014 年９月の実績値、「2019 年」は 2018 年 10 月～ 2019 年９月の実績値

⑥ 転入元・転出先の現状
　転入元と転出先については、ともに久留米市が最も人数が多く、他に朝倉市や福岡市、大分県日
田市が多くなっており、これらの自治体との間の人口移動が多くなっています。久留米市に対しては、
大幅な転出超過となっています。

図表 6 転入元・転出先の状況（2019 年） 資料：住民基本台帳人口移動報告
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 第 2 期うきは市ルネッサンス戦略

（2）人口の将来展望

　まち・ひと・しごと創生本部が、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来
推計人口（平成 30（2018）年推計）」に準拠して行った将来推計（以下「社人研推計」という。）
によると、本市の人口は、2040 年に 18,979 人、2060 年に 12,007 人まで減少するとされて
います。これに対して、国の長期ビジョンを勘案しつつ、適切に人口減少対策を進めることを
前提に、次の仮定のもと、本市の将来の人口規模を展望します。

⑧ 合計特殊出生率（ベイズ推定値※）の推移

　15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産
む子どもの人数の目安とされています。現在の人口を維持できる合計特殊出生率の目安（以下、「人
口置換水準」という。）は、2018 年の日本では 2.07 となっています。
　本市の合計特殊出生率をみると、2003 年～ 2007 年には 1.50、2008 年～ 2012 年には 1.53、
2013 年～ 2017 年には 1.65 となっており、人口置換水準には達していませんが、福岡県や全国の値
よりもやや高くなっています。

図表 8 合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移

図表 9 人口の将来展望と社人研推計の比較

※ベイズ推定の手法として、当該市区町村を含む二次医療圏（久留米保健医療圏は４市２町）の出生状況を活用し、当該市区町村の
合計特殊出生率を推定して算出した。
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自然増減に関する仮定

自然動態と社会動態の改善により、本市の人口として、

の確保を目指します。
2040年に約21,000人、2060年に約15,000人

　合計特殊出生率が 2020 年に 1.75、2025 年に
1.80、2030 年に 2.07 まで段階的に上昇し、その
後は 2.07 で推移すると仮定します。

社会増減に関する仮定
　男女ともに全年齢において、社人研推計におけ
る移動率の 70％の移動率で推移すると仮定します。

うきは市人口の将来展望
社人研推計

30,000 人

25,000 人

20,000 人

15,000 人

10,000 人
2040 年2035 年2030 年2025 年2020 年2015 年 2045 年 2050 年 2055 年 2060 年

18,979

20,935

29,509

12,007

15,048

社人研推計に比べて
約 3,000人の
人口減少抑制効果

（１）人口の現状

1. 人口ビジョン



113 114

基
本
目
標 

１

基
本
目
標 

２

基
本
目
標 

３

基
本
目
標 

４

計
画
の
実
現

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
戦
略

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

資 

料

 第 2 期うきは市ルネッサンス戦略

（2）人口の将来展望

　まち・ひと・しごと創生本部が、国立社会保障・人口問題研究所の「日本の地域別将来
推計人口（平成 30（2018）年推計）」に準拠して行った将来推計（以下「社人研推計」という。）
によると、本市の人口は、2040 年に 18,979 人、2060 年に 12,007 人まで減少するとされて
います。これに対して、国の長期ビジョンを勘案しつつ、適切に人口減少対策を進めることを
前提に、次の仮定のもと、本市の将来の人口規模を展望します。

⑧ 合計特殊出生率（ベイズ推定値※）の推移

　15 歳から 49 歳までの女性の年齢別出生率を合計した合計特殊出生率は、１人の女性が一生に産
む子どもの人数の目安とされています。現在の人口を維持できる合計特殊出生率の目安（以下、「人
口置換水準」という。）は、2018 年の日本では 2.07 となっています。
　本市の合計特殊出生率をみると、2003 年～ 2007 年には 1.50、2008 年～ 2012 年には 1.53、
2013 年～ 2017 年には 1.65 となっており、人口置換水準には達していませんが、福岡県や全国の値
よりもやや高くなっています。

図表 8 合計特殊出生率（ベイズ推定値）の推移

図表 9 人口の将来展望と社人研推計の比較

※ベイズ推定の手法として、当該市区町村を含む二次医療圏（久留米保健医療圏は４市２町）の出生状況を活用し、当該市区町村の
合計特殊出生率を推定して算出した。
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 第 2 期うきは市ルネッサンス戦略

　人口の将来展望を年齢３区分別にみると、年少人口は、徐々に減少のペースが緩やかになり、
2060 年には約 2,000 人となります。生産年齢人口は、年少人口より遅れて合計特殊出生率
の上昇の効果が表れるために減少を続けますが、徐々にそのペースが緩やかになり、2060
年には約 7,000 人となります。老年人口は、2020 年をピークに減少に転じ、2060 年には約
6,000 人となります。

（2）人口の将来展望

1. 人口ビジョン

図表 10 人口の将来展望 資料：まち・ひと・しごと創生本部配布のワークシートより作成

※ 推計値は、小数点以下第１位を四捨五入したため、年齢３区分人口の合計と総人口は一致しない場合がある。
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2 . 第 2 期うきは市
ルネッサンス戦略

（１）基本的な考え方

① 戦略策定の目的
　本戦略は、平成 27 年度に策定した「うきは市ルネッサンス戦略」で取り組んできた人口減少対策
を選択的に集中してさらなる効果を上げていくことを目的とします。また、国の地方創生に関する新た
な動きも踏まえつつ、うきは市の地域資源を最大限活用して発展方向を導いていくこととします。
　本戦略に盛り込まれた施策や事業を実行することにより、地域経済の活性化や地域の環境整備を進
め、誰もが住みよいふるさと「うきは」を形成し、さらには、持続可能な地域形成に必要とされる人口
の維持を図ることを目的として、第２期うきは市ルネッサンス戦略を策定します。
　本目的を実現するために、国が第２期「まち・ひと・しごと創生総合戦略」で示す地方創生に係る
以下の４つの基本目標と２つの横断的な目標について対応を図ることが求められています。
　特に、横断的な目標２では、「国連の持続可能な開発のための国際目標であるＳＤＧｓの達成に向け
た施策の展開」や「未来技術を活用した地域課題の解決に向けた Society5.0 の推進」などを重要な
視点として位置付けるとともに、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた「新しい生活様式」
を踏まえ、社会経済活動を推進するための戦略を策定します。

② 計画期間

基本目標 1 稼ぐ地域をつくるとともに、安心して働けるようにする

 基本目標 2 地方とのつながりを築き、地方への新しいひとの流れをつくる

基本目標 3 結婚・出産・子育ての希望をかなえる

基本目標 4 ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる

 横断的な目標 1 多様な人材の活躍を推進する

 横断的な目標 2 新しい時代の流れを力にする

の 5か年 とします。～令和 3 年度 令和 7 年度


